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評価結果の総合所見 

本課題は、CPU 等へ効率的に電力を供給すべく従来の CMOS 共振コンバータより小型、高効率、高

出力電流密度で、集積回路の実装基板等に 3 次元集積可能な DC コンバータ回路の開発を目指すも

のである。 

目標の一部が達成できなかったものの、具体的な企業との連携を進めており、今後の取り組み次第

では次の研究開発フェーズに進める可能性がある。 

プレーナインダクタを用いた独自の LC 共振型コンバータ回路の考察が不十分で目標達成には至ら

なかったが、目標、マイルストーン設定の変更など研究遂行過程で明らかになった善後策はしっかりと

取られている。当初計画より微細な CMOS プロセスを用いることで目標を達成できる見込みを得られた

ことは、SoC に 3 次元実装可能な小型電源回路の実現に近づくものであり、その検証が期待される。 
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